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  都道府県名  計画主体名  地区名  計画期間  実施期間  

島根県 飯南町 飯南町 平成19年 

～平成22年 

平成19年 

～平成21年 

 事業メニュー名 事業内容及び事業量 事業実施主体 

・地域資源活用起業支援
事業 

・農山漁村活性化施設整
備附帯事業 
 

平成 19 年度 

イノシシ肉処理施設整備（90.72 ㎡）、 

卓上型真空包装機（1 台）、デハイダー（1 台） 

平成 19～20 年度 

商品開発、販路拡大 

 

グランディア赤名峠 

 廃校・廃屋等改修交流
施設 

廃校改修（623.50㎡） 

記録映画の保存 

飯南町  

 
１ 目標達成に向けた取組 
 

  平成２６年度実施
方策 

（地域資源活用起業支援事業、農山漁村活性化施設整備附帯事業）  

イノシシ肉を活用した商品をイベント等で積極的にPRし、ウイン
ナーやラーメンの販売額は前年度を大きく上回った。また、冬期限定
で「ぼたん鍋セット」を飯南町ふるさと納税のお礼の品やお歳暮用ギ
フトとして発送するなど、イノシシ肉の販売促進を行った。さらに、
猟友会へも引き続きイノシシ肉提供依頼を行うなどイノシシ肉確保
に努め、生肉販売額が前年度を上回った。 

（廃校・廃屋等改修交流施設） 

町が推進する森林セラピーを核とし、町内温泉施設と連携したセラ
ピープログラムや、雪をテーマにしたイベント等、地域資源を活かし
た滞在メニュー構築に努めた。高速道路開通による国道54号線通行
量減少の影響はあるものの、大しめなわ創作館など新たな施設も整備
し、町の歴史・文化を体験できる環境・体制づくりに努めた。ふるさ
と回想館で保存している記録映画については活弁士の育成を行って
おり、町内で上映会を行うなど、交流人口増加や、地域文化の保存・
継承を目指した取組みを行った。 

 

 平成２６年度の目
標値と実績値 

（地域資源活用起業支援事業、農山漁村活性化施設整備附帯事業） 

H23-H26の販売額は28,425千円となり、計画期間前の販売額8,909
千円と比較して約3倍に増加しているが、事業活用活性化計画目標（販
売額増加）の目標達成率は48.19％にとどまった。 

・実績値 28,425千円（H23－H26）÷ 8,909千円（計画時） 

    ＝ 319.06％（219.06％） 

・達成率 219.06%（実績値）÷454.53％（目標値）＝48.19％ 

（廃校・廃屋等改修交流施設） 

H23-26の関連施設滞在者数は758,904人となり、事業活用活性化計
画目標（滞在者数及び宿泊者数の増加）の目標値6.41％に対し実績値
4.61％で、達成率は71.9％となった。 

・実績値 758,904人（H23－H26）÷ 725,456人（計画時） 

    ＝ 104.61％（4.61％） 

・達成率 4.61%（実績値）÷6.41％（目標値）＝71.92％ 

 

 

 



 所  見 （地域資源活用起業支援事業、農山漁村活性化施設整備附帯事業） 

計画目標は達成することができなかったが、生肉販売の強化や、ウ
インナー・ラーメン等の新商品販売・PRにより、前年度に比べ販売
額は増加した。 

冬期限定で実施している「ぼたん鍋セット」については、イノシシ肉
の確保ができれば更に販売数を増やすことも可能であり、今後も継続
して地元猟友会へ提供依頼を行うなどの取組みが必要。 

（廃校・廃屋等改修交流施設） 

町内観光施設では、森林セラピーを中心に町内温泉施設等と連携し
てツアー設計を行うなど、地域資源を活かしたプログラム構築に取り
組んだ。旧小田小学校に関しては、今年度から新たな地域おこし協力
隊を配置し、地域資源の再発掘を行って町内外へ発信していくことと
しており、記録映画の上映会と連携して、交流施設としてのPRを継
続して行い、交流人口増加に努めていくこととしている。 

 
 
 ※ 事後評価時に策定した改善計画を添付すること。  
※  目標達成年度まで毎年度策定し、９月末日までに報告すること。  

 ※  達成率等算出根拠資料（参考様式４－２添付資料）を添付すること。  
 


